役員会議事録

日時等　　　２０１３年２月２４日１２時から、蒲郡荘会議室

出席者　　　中村孝、近藤、北河、長坂、中村正、佐々木、加藤、石原、伊勢谷、田中、安田、
八木、榊原、
議題

役員改選について

年末総会で役員全員留任の承認を受けました。よろしくお願いします。

会計報告について

　資料により説明、マリン広場の中央桟橋修理負担金３３，０００円支出した。

レース副賞は支出をやめている。繰越金は1３４，０７５円増額した。
義援金オークションに年末パーティー残金に４６０円を加え計７万円の東日本震災義援金の支出をした。

監査報告の後、決算案を承認。
八木監査役から繰越金は増加しているが内部留保の計画を検討すべきの意見があった。

この件は後刻協議にした。
年間行事について
　資料を元に修正案の確認、レース日程、コース、ラグーナとの合同等。修正提案なし。

レース担当は昨年の順位で７艇を決定。別紙のとおり。

３月のウォーミングアップは参加が少ない、スモールにも呼び掛けたい。

クラブ創立４０周年関連
　蒲郡ヨット歴史企画展、思うようには進んでいない。海陽ハーバーとの合同企画も検討したい。

記念グッズロゴ、伊勢谷委員にお願いし進めている。３月中には提案したい。

ロゴの利用先にクラブ旗の更新も検討したい。他にキャップ、バンド、トレーナー等々

パーティー行事としてマリンカップを活用でなく理事長杯の後蒲郡荘も検討したい。

体験乗船は市役所に山の子の招待を申し入れている。今後調整して行く。
クラブのあり方の再検討、年会費制を入会金制に
会員艇も３０艇を切っている。活動はレース中心だがレース参加は１５艇ほどである。

今後もレース中心の活動は変わらないだろう。八木監査役指摘の繰越金増加もある。

レース副賞も止めたこともあり運営費はレース参加料で賄えられる。

年会費を入会金方式にしたい。今後の年会費はなくし新入会艇は入会金１万円とする。
昨年までの会費未納は納入していただく

提案に対し、心配する意見、レース参加艇が減少し運営費が賄えなくならないか等。

繰越金が３０万円未満になったら注意信号として臨時会費を検討したい。

レース参加艇がもっと減少すればクラブそのものの存続検討をする時になる。

結果提案は役員会承認された。

会費の変更は総会決定事項、臨時総会開催せずに会員にメール発信し賛否の確認を得ることで決定する。

